
医療分野を変⾰するAI最新動
向 2025年 春
近年、⼈⼯知能（AI）技術はヘルスケア分野に⾰命をもたらしています。診
断⽀援から患者ケア、業務効率化まで、AIの応⽤範囲は急速に拡⼤していま
す。本プレゼンテーションでは、2025年春に発表された最新のヘルスケアAI
技術とその実⽤例をご紹介します。

特に注⽬すべきは、世界初となるAI搭載の⽑髪分析機能と、医療機関での問
い合わせ対応を効率化するAIシステムの登場です。これらの⾰新的技術が医
療現場にもたらす変化と可能性について詳しく解説します。
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GOZEN AI Lab

AIと⼀緒に「⾯倒くさい」をひとつでも⼿放す仕
組みを⽇々研究中！

https://gozen-ai.com/


CureskinのAI⽑髪分析技術：
⾰新的な脱⽑症早期発⾒

スマートフォン⾃撮りによる分析
スマートフォンで頭髪を⾃撮りするだけで、AIが⽑髪の状態を
詳細に分析します。特殊なデバイスが不要で、ユーザーは⾃宅
から簡単に検査が可能です。

AIによる⾼精度診断
独⾃開発のAIアルゴリズムが、男性型脱⽑症（AGA）の初期症
状を⾼精度で検出します。従来の⽬視では⾒逃しやすい微妙な
変化も捉えることができます。

将来予測と健康状態評価
現在の⽑髪状態だけでなく、AIが将来の脱⽑傾向も予測。髪の
密度、太さ、成⻑パターンなど多⾓的な健康指標を提供しま
す。

パーソナライズされた治療提案
分析結果に基づき、個々の状態に最適な治療法や⽣活習慣改善
策を提案。早期介⼊により脱⽑進⾏を効果的に抑制します。

この⾰新的なAI技術は2025年4⽉20⽇にグローバルでリリースされ、⽪膚科
医療のデジタル化を⼤きく前進させると期待されています。



Cureskin⽑髪分析のテクノロジー詳細

ビッグデータ基盤
数百万件の頭髪画像データを学習

コンピュータービジョン
⾼精度な画像認識アルゴリズム

時系列分析
経時的変化を追跡する予測モデル

モバイルアクセシビリティ
どこからでも利⽤可能なプラットフォーム

Cureskinの⽑髪分析AIは、⼤規模な頭髪データベースを活⽤して開発されました。様々な年齢、性別、⼈種の頭髪画像から学習した
ディープラーニングモデルにより、わずか数秒で⽑髪の健康状態を多⾓的に評価します。

特に注⽬すべき点は、通常の写真からでも⽑髪の密度や太さを正確に測定できる⾼度な画像処理技術です。また、独⾃の時系列分析
モデルにより、現在の状態から3〜5年後の頭髪状態を予測することも可能になりました。これにより、ユーザーは早期に適切な対策
を講じることができます。



⽑髪分析AIがもたらす医療的‧社会的インパクト

AIによる⽑髪分析技術は、単なる利便性の向上にとどまらず、医療の質的向上と患者QOLの改善に貢献します。特に男性型脱⽑症
（AGA）は⼼理的影響が⼤きいため、早期発⾒と適切な対応が重要です。この技術により、症状が進⾏する前に適切な医療介⼊が可
能になります。

医療現場での活⽤
⽪膚科医の診断補助として活⽤され、より正
確かつ客観的な診断が可能になります。ま
た、治療効果の定量的評価にも役⽴ちます。

患者の⼼理的負担軽減
脱⽑に関する不安を早期に解消し、科学的
根拠に基づいた対策を講じることで精神的ス
トレスを軽減します。

研究開発の加速
⼤規模な⽑髪データ収集により、脱⽑症のメ
カニズム解明や新薬開発が加速することが
期待されます。

医療経済効果
早期介⼊による治療効率の向上と、不要な治
療の回避により、医療費の最適化が⾒込まれ

ます。



「ヘルプドッグ」：医療機関の問い合わせ対応を効
率化するAI

問い合わせ⾃動分類
AIによる内容理解と適切な分類

⾃動応答⽣成
過去の対応データを学習した回答提案

知識ベース活⽤
医療情報データベースとの連携

継続的学習と改善
対応品質の分析と⾃⼰進化

「ヘルプドッグ」は、医療機関における問い合わせ対応業務を⼤幅に効率化するAIシステムです。患者からの⼀般的な質問に⾃動で
回答し、緊急性の⾼い問い合わせを適切に選別することで、医療スタッフの負担を軽減します。

特筆すべきは、医療特化の知識ベースを持ち、複雑な医療⽤語や症状に関する問い合わせにも適切に対応できる点です。また、⽇本
の医療制度や保険システムに関する情報も網羅しており、患者からのあらゆる問い合わせに対応します。このシステムは2025年の
Japan DX Week春に出展され、多くの医療機関から注⽬を集めています。



医療現場におけるヘルプドッ
グの実装効果

65%
問い合わせ⾃動化率

⼀般的な問い合わせの65%をAIが⾃動対応

40%
業務時間削減

問い合わせ対応の業務時間が平均40%減少

92%
患者満⾜度

AIによる回答の正確さと迅速さへの評価

30分
平均応答時間短縮

従来の対応と⽐較した時間短縮効果

実際の医療機関での導⼊事例では、ヘルプドッグの導⼊により看護師や受付
スタッフの業務負担が⼤幅に軽減されています。特に繁忙期や夜間の問い合
わせ対応において顕著な効果が⾒られます。

また、AIによる24時間対応が可能になったことで、患者からの問い合わせへ
の応答時間が短縮され、満⾜度向上にも繋がっています。医療スタッフは単
純な問い合わせ対応から解放され、より専⾨性の⾼い業務に集中できるよう
になりました。こうした業務効率化により、医療の質向上と働き⽅改⾰の両
⽴を実現しています。



最新ヘルスケアAI技術の医療現場への統合
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コスト 技術的課題 運⽤体制 データセキュリティ 規制対応
病院 クリニック

最新のヘルスケアAI技術を医療現場に統合する際には、いくつかの課題が存在します。上のグラフは、病院とクリニックにおけるAI

導⼊の主な障壁を⽰しています。特に初期コストとデータセキュリティの懸念が⼤きな課題となっています。

しかし、こうした課題に対して、導⼊⽀援サービスやセキュリティ強化対策、医療従事者向けの教育プログラムなど、様々な解決策
が提案されています。特に、AIシステムのサブスクリプションモデルへの移⾏や、段階的な導⼊アプローチにより、初期コストの負担
を軽減する試みが進んでいます。また、専⾨知識を持つ医療情報技師の育成も急務となっています。


